
 

 

 

 

 

 

 

2008 年 2 月 23 日（土） 

 
開場 13 時  

学習院大学・西 2 号館 501 教室 

参加自由/無料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

主催  学習院大学東洋文化研究所 /  

文部科学省オープン・リサーチ・センター整備事業「学習院大学東アジア学ナリッジセンター」 

後援  学習院大学図書館 / 韓国・成均館大學校東アジア学術院大東文化研究院 

助成  社団法人 昭和会館 / 日本私立学校振興・共済事業団学術研究振興資金 
問い合わせ 

〒171-8588 東京都豊島区目白１－５－１ 学習院大学 東洋文化研究所 TEL：03-3986-0221（内線 6360）FAX：03-5992-1021 
URL http://www.gakushuin.ac.jp/univ/rioc/ E-mail : ori-off@gakushuin.ac.jp 

挨拶      13：10～13：15 

基調講演     13：15～13：45 

宮田節子（学習院大学客員研究員、元早稲田大学講師） 

 

第 1部 戸籍研究     13：45～15：20 

―電算化による朝鮮王朝戸籍研究の新たな地平― 
（電算化를 계기로 한 朝鮮王朝戶籍硏究의 새로운 지평） 

孫 炳圭（成均館大學校教授） 

コメント：井上和枝（鹿児島国際大学教授） 

 

第 2部 官僚からみる帝国と植民地  15：30～17：05 

―植民地官僚を媒介としてみる帝国と植民地― 
（植民地官僚를 매개로 본 帝國과 植民地） 

尹 海東（成均館大學校教授） 

コメント：橋谷 弘（東京経済大学教授） 

閉会  17：10 
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近代朝鮮研究の現在 

学習院大学 東洋文化研究所 

特別講演会 


